











氏 名     二川 早苗       
学 位 の 種 類      博士（ 文学  ） 
学 位 記 番 号      博 甲 第  ８７９８  号 
学位授与年月日     平成 ３０年 ９月 ２５日 
学位授与の要件     学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科      人文社会科学研究科 
学位論文題目     ケアの社会――ケアの倫理を巡る研究―― 
 
主     査     筑波大学 教 授    博士（文学） 桑原 直巳 
副     査     筑波大学 教 授    文学博士   伊藤  益 
副     査     筑波大学 教 授    文学博士   佐藤 貢悦 
副     査     国際基督教大学特任教授 博士（文学） 川本 隆史 
 
 









































































審 査 の 要 旨 
１ 批評 
 この論文は、ノディングズを中心に「ケアの倫理」が社会にとって有する意義、「ケアの倫理の社会化」の
可能性についての検討を試みたものである。 
 まず、メイヤロフ、ギリガン、ノディングズへといたる「ケアの倫理」の展開を正確に跡づけることにより、
特に、本論文の主要な研究対象であるノディングズを中心とする形で「ケアの倫理」の本質を的確に浮き彫り
にしている（１～3章）。次いで、ノディングズを中心とする「ケアの倫理」について、その「社会化」に関
連する問題場面に即しての検討が試みられている。すなわち「ケアの倫理」と「正義の倫理」との関係（第 4
章）、ニーズ論（第 5章）、ジェンダー不平等の問題（第 6章）、ヌスバウムの「ケイパビリティ・アプローチ」
との連関（第 7章）などである。各場面における問題状況、ノディングズおよび関連する論者たちとの関係に
ついての分析は正確かつ妥当なものと判断される。その限りで、本論文はノディングズを中心とする「ケアの
倫理」の社会化可能性についての包括的な検討として評価することができる。 
 ただし、著者には「客観的叙述」ということに固執するあまり、「一人称的主張」を抑え「三人称的記述」
に自己限定する点に過度の禁欲性が見られる。ノディングズのケア論および社会的現実に対する「一人称」に
よる批判的な主張は、第 8章および終章において一応登場している。しかしながら、筆者自身が特に日本社会
の文脈の中で「ケアの倫理」をどのように活かしてゆくのか、という点については萌芽的な見通しにとどまっ
ていると言わざるを得ない。 
 しかしながら、本論文がノディングズを中心とする「ケアの倫理」の社会化可能性についての包括的な検討
としての学術的価値を有することは疑いなく、審査委員会としては著者に博士（文学）の学位を受けるに十分
な資格を認めるものである。 
２ 最終試験 
 平成３０年７月１０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有す
るものと認める。 
